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様式３

自己評価

令和　4　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）　　

福岡県立戸畑工業高等学校

○各学年と教科及び学科が連携し、「キャリアパスポート」を活用した３年間を見通した計画的、組織的なキャリア教育を推
進するとともに進路指導体制を構築する。

○戸工版デュアルシステムによって、生徒の自己発見と自己改善がより図れるように、受け入れ先企業や保護者との連携
のもと更に教育体制を強固なものとする。

○学年と学科・コースの連携を図り基礎的・基本的学習内容を身に付けさせるとともに探究的な学習、ものづくりや資格取
得を推進する。

○教育活動全体をとおして、挨拶やコミュニケーションを大切にし、生徒の実態把握と情報共有に努めたきめ細かな教育活
動を推進する。

学校関係者評価

次年度の主な課題

○生徒の主体的な特別活動（ホームルーム活動、生徒会活動、学校行事）を推進する。また、部活動の活性化に努め、生
徒の生きる力を育み、活力ある学校づくりを推進する。

授業や実習で身につけた知識や技術を教科横断的に活用できる場
面を設定し、ICT機器を活用した発表等の学習指導計画を立てる。

年　度　重　点　目　標

○「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざし、ＩＣＴの活用等によるわかる授業の創造、個に応じた学習指導の工夫、家
庭学習の定着を図る。

○教科指導方法等の課題の解決を図るために、教科内、学科内、学年内で生徒情報を共有するとともに、授業改善を推進
させるカリキュラム・マネジメントを実践する。

   保護者や地域と積極的に連携し、社会に貢献で
きる人材を育成するとともに地域から愛される学校
づくりを推進する。

○各教科・科目において育成すべき観点ごとの指導目標及び内容と、評価基準を一体的に検討することで授業改善を図
る。

   キャリア教育の推進及び特色ある教育活動（戸
工版デュアルシステムや得意技コース制）を充実さ
せ、個々のニーズに応じた進路実現を図る。

   望ましい集団活動をとおして心身の調和のとれた
発達を図るとともに、人権感覚を育成し、いじめのな
い学校づくりを推進する。

   風とおしの良い職場環境と安全・安心な教育環境
を整える。また、「働き方改革」を推進し、効率的・効
果的な教育活動に努める。

　本校は、「戸工版デュアルシステ
ム（以下DS）」と「得意技コース制」
をブランドとしている。創立８4年と
なる本校は、北九州一円の産業界
の発展に寄与する工業人の育成を
行ってきた。これまで、企業との繋
がりの歴史の中、長期企業実習に
おいて最新技術や熟練技術に触れ
る「戸工版DS」を平成１５年度から
地元企業に協力を得ながら推進
し、本校の３年間のキャリア教育の
中心として実施している。
  また、１年次に機械・電気系、建
築系のそれぞれの基本的内容を学
んだ後、２年次から興味・関心・適
性・進路希望に応じて選択できる
「得意技コース制」（機械・電気系で
は、機械科：機械技術コース、自動
車技術コース、電気科：電気技術
コース、電力管理コース、情報技術
科：情報通信コース、ロボット技術
コースの６コース、建築系では、建
築科：築築技術コース、建築デザイ
ンコースの２コース）による実践的・
体験的技能教育を推進することに
よって大きな成果をあげている。
　昨年度はコロナ禍のため「戸工版
DS」が実施できず、代替行事として
「キャリアガイダンス」を実施した。
本年度は地元企業の協力のもと、
コロナ禍においても実施可能な新
たな「戸工版DS」への再構築を図
る。また、各学科コース等による実
践的・体験的な教育活動を更に推
進することをとおして、生徒に実社
会で求められる資質能力を身に付
けさせることを目標とする。

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標

○道徳教育と人権教育を充実させ、生徒の規範意識や自尊感情、思いやりの心の育成に努め、いじめや暴力の無い学校
環境をつくる。

○地域からの正確な情報受信とホームページ等の充実を常に図り、地域への積極的な教育活動の情報発信に努める。

○ボランティア活動や関係機関、企業をはじめとする地域との連携及び交流による教育活動を推進する。

○ＰＴＡ・同窓会との連携、中学校訪問・体験入学など中学生の受入、学校評議員制度の活用を図る。 
 
〇計画的・組織的な教育活動を展開する中で、職員間の情報共有や安全点検を密に実施し、危機管理に努めるとともに環
境整備を行う。

○各行事や業務に対する目的を明確にし、計画・実施・検証・改善のサイクルを意識しながら効率的・効果的な教育活動に
努める。

昨年度の成果と課題

具　体　的　方　策

各コースで学べる知識、技術を明確にし、進路を意識した説明会等
を適切な時期に行い、２年次から目標を持って学べるようにする。

普通科主任、及び工業科主任と連携し、計画的に資格を取得させ、
各科の専門性が高められるようにする。

観点別評価の評価規準を作成し生徒に提示する。観点別評価を活
用し、個に応じた学習指導の充実を図る。

学習の遅れがちな生徒の把握と情報共有を図り、早期に適切な指
導を行う。

各授業でchromebook等のICT機器を積極的に活用し、わかる授業
を展開する。また、学習成果の見える化に努め、生徒の学習意欲向
上につなげる。

評価（３月）具体的目標

学んだ知識や技術を活用し、自ら
考えて行動できる力の育成

関係各署と連携し諸行事､会議等を円滑に行えるよう努めると同時
に､状況に応じて速やかに対応できるよう準備する。

地域との連携及び情報収集､中学校訪問や体験入学の有効活用､
ＨＰの充実等に努め､魅力ある学校を発信する。

学校運営方針

   各教科・科目において観点別評価を充実させ「指
導と評価の一体化」を図り、新しい時代に必要な資
質・能力を育成する。

鍛錬とほめて人格を陶冶し、次代を担う自律心と思いやりの心をもった心身ともにたくましい、創造的・実践的な産業界をリードする工業人の育成

教務

各コースの専門性を高めるため
の技術、技能の確実な習得

企画・広報

諸行事、会議等の効果的、円滑
な運営に努める。

地域から愛される魅力ある学校
作りを積極的に行う。

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

主体的に学習に取り組む意欲や
態度の育成と、確かな学力の育
成

１８



全生徒が自分の役割を意識し、クラスや学校に貢献できる主体的
活動を推進する。

修学旅行、体育大会などの学校行事において、自分自身の役割を
全うすることにより、自尊意識を高める。

全ての授業において、自己の課題を解決する能力を養うことを意識
して取り組ませる。

学校生活アンケート等を定期的に実施するとともに、生徒の状況観
察や生徒の実態を把握し、全職員で愛情ある指導体制をつくる。

進路実現を目指す過程の中で、自己発見と自己改善を繰り返しな
がら新しい社会に主体的に対応する能力を育てる。

挨拶やお礼など対人マナーを身につけさせる。

日常的に人権意識を高めるため、ＨＲ活動や学校生活全体で人権
教育を行う。

教職員の人権感覚を高めるため、計画的な校内研修を充実させ
る。

授業を大切にした雰囲気作りに努め、学力向上を図る。

生徒指導

保健委員や美化委員が主体となり、安全・衛生・健康について自己
管理能力を高める活動を実施する。

研修・図書

魅力ある学校づくりと規範意識の
高揚及びにマナーの向上

保護者、教職員、専門家、地域の関連機関などと連携を図り、教職
員間の共通理解を強化し生徒の支援体制を推進する。

ボランティア活動を通して生徒の自尊感情を高めるとともに、地域社
会に貢献する。

学校行事への積極的な参加と準備段階での各委員会の自主的活
動を促進する。

生徒会の組織づくりと自治力の向上を図り、生徒の自主性や自発
性を育む。

教育活動全体を通して、規範意識を高めさせるとともに、マナーの
向上を図る。

学校行事の準備段階や集会時などにおいて、生徒会役員を主体的
に取り組ませ、意識を高める。

読書活動の支援

進路指導

勤労観・労働観の育成

キャリア学
習

（３年生）
能力や適性に応じた進路を決定し、その実現に向けて取り組む。

自己の課題を発見し学校生活においてそれを解決できるよう、デュ
アルシステムの事前、事後の指導を充実させる。

工場見学やデュアルシステムを通して働くことの意味や意義を理解
させ、社会性を身に着けさせる。

新入生オリエンテーションと年２回の朝読書週間を実施し、生徒の
読書活動を支援する。

（１年生）
進路について関心を高め、希望進路を明確にし、適切な進路計画を
立てる能力を育む。

ＩＣＴを活用した授業のための教職員支援に努め、Google
Classroomの活用を推進する。

生徒会活動のサポートと活性化
及び充実

（２年生）
目標とする進路を実現するために必要な知識や資格を身につけ、
希望進路の実現へ向けて努力する態度を育む。

人権学習

いじめ対策・教育相談委員会や養護教諭等との情報共有や必要に
応じた外部組織との連携を行う。

学年

（３学年）
新しい時代に主体的に対応し、積
極的に社会に貢献できる人材の
育成

日常的に人権意識を高めるため、ＨＲ活動や学校生活全体で人権
教育を行う。

（１学年）
道徳を重視した社会性教育の
取り組みを充実する。

課題設定能力の育成 1年次から積極的に進路に対する意識付けを行う。また、自分の課
題を設定し、解決に向けて努力する姿勢を育てる。

保健・環境

感染症対策の徹底を図る。
ＨＲ、学年集会において、マスクの常時着用、手指消毒,、黙食等、
指導の徹底を図る。

デュアルシステムやキャリア学習ノートを活用したキャリア学習の推
進により、将来への明確な目標を持たせる。

（２学年）
自分自身を見つめ、自分の成長
を高めるために積極的に学校生
活に取り組める生徒の育成

研究授業の充実を図り、校内公開授業月間中の授業参観を推進す
る。

総合的健康管理能力の醸成

要支援生徒の理解と支援体制の
確立

ボランティア活動の推進

人権が尊重された安心・安全な学
校づくりの推進

生徒、職員の人権感覚を高める
ための組織的な取組を図る。

  生徒一人ひとりが希望進路の実
現に向け、学力の向上や個性の
伸長を図り、自主性を育み、自己
決定能力を高める。

戸工版デュアルシステムを通した
自己改善力の育成

様々な研修資料や情報の提供と校外研修会への参加を推進する。

研修を円滑に実施するための校内組織を確立する。

授業改善の推進とＩＣＴを活用した
授業支援

若年教員研修を始めとした校内
研修体制の確立



事務室

実習開始時の服装点検を徹底し、作業中の安全に対する意識を高
める。また工場の整理・整頓や工具の管理に努める。

定期的な科会議等を実施し、計画的に業務を行う。また、生徒状況
の情報共有を図り、気になる生徒については連携して早期対応を行
う。
得意技コースに沿った取得目標資格を定め、計画的に受検指導を
行うことで合格率を向上させ、生徒の自尊感情を高める。

ICTを用いた授業に積極的に取り組み、生徒の学習活動を支援する
ことで、わかる授業を実現する。また、自己の観点別評価が適切で
あるかを常に確認する。

機械・電気
系

安全教育の徹底

安全教育の徹底
「情報技術科実習の心得」に基づき、ルールを守って安全に実習に
臨むことが最優先であることを徹底する。

計画的、組織的な教育活動の推
進

資格取得の推進

　・

評価項目以外のものに関する意見

　・

（機械科）

安全教育と5Ｓの徹底

資格取得と進路実現

ものづくりと地域貢献

（電気科）

安全意識の徹底

地元産業界から求められる人材
の養成

資格取得意識の向上

５Ｓの徹底と服装確認、工具・機器の点検により安全意識の向上を図る。

専門分野に興味関心が持てる指導を行い、地元産業界で活躍する
人材を養う。

第二種電気工事士の合格率の向上と更なる有用な資格取得の受
験を促す。

　・

進路実現に向け、多くの資格取得にチャレンジさせ、希望する進路
達成を目指す。

ものづくりの技術向上を目指し、各種ものづくり大会への積極的参
加や出前授業による地域貢献に取り組む。

資格取得の推進

　・
自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

5S+2Sを主体的に実践させ、工業人として必要な資質・能力の育成
に努めるとともに、安全作業の徹底を図る。

地域貢献活動及びものづくり教室等の充実を図り、社会に貢献する
姿勢と態度を育てる。

各種資格取得に向け、組織的な指導体制を構築し、合格率の向上
を目指すとともに、学習習慣の定着を図る。

　・

効率的に予算を運用し、生徒が安心して学べる教育環境づくりに取
り組む。

ものづくりによる地域貢献

予算の効率的な執行と安全な学
校環境整備

建築系

（建築科）

学習指導におけるICTの積極的
活用

（情報技術科）


